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濃縮度試験報告書

（試料煮K－494D）

ニト・クレゾール（4一ニト・一m一クレゾール）

OH

N（差

CH3

　　同定　IRスペクトル　（図一15参照）
　　性　状　　外　観　　茶褐色針状晶

　　　　　　融　点　　　129℃（共立出版化学大辞典による）

　　　　　　純　度　　　99％以上（　　　　　　　使用）

　　　　　　分配係数　　〔n一オクタノール／水）

　　　　　　　　　　　10gP＝2．i2（HLC法による）
　　　　　　湾解性　　対水　　1000p1卸

　　　　　　　、一　　　対メタノール、クロ・ホルム

　　　　　　　　　　　　アセトニトリル、ベンゼン100Op即以上

試験期間　 昭和55年10月6日～昭和56年4月8日
試験方法及び条件

　環保業第5号1
　薬発第645号1魚介類の体内にむける化学物質の濃縮度試験による

　49基局第592号」

5，1

5，2

5．2．1

　〔a）

　T　Lm試験

　　試験魚

　　ヒメダカ　平均体重α299塩化第二水銀検定合化魚＊

　＊田端健二：用水と廃水，14，1297～15D5（19ア2）

　　溶解法（分散剤及び分散法）

　　溶解法

　　　供試物質19に水を加えて、全量を14にし1000p即（噴）

　　　の水溶液を調製した0

　　　25士1℃

　　　48時間TLm値：16．OPI粗（w／v）

　　　　　　　　　　　〔図一5参照）

　波縮度試験

　　試験条件

　　水系環境調節装置　　流水式

　　　試験水槽

　　　　ガラス製　　容量　1004

　　　　　　　　　流水量　5824／日
　　　　原液＊：希釈水二4畑／分：400諺／分

　　　　　　＊第1区用原液5DP即（w／v）

　　　　　　　第2区用原液　　　5ppm（w／v）

　　試験魚

　　　コイ平・均体重2979
　　　　　　平均体長10，7㎝
　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　　　　　　平均脂質含量　　4．6％

（a）

（b）

◎　試験温度

＠　試験結果

（b）

＊＊E・G・Bユigh　and　W．ぴ．Dyor，Can．」．Bioche皿．

　Phy日io1．，57，911（1959）



（c）　外部消毒及び順化

　（1）外部消毒

　　　　止水状態で10ppm塩酸クロロテトラサイクリン水

　　　　溶液で24時間薬浴を行った。

　（2）順　　化

　　　　25℃x　14日間

但）溶解法（分散剤及び分散法）

　　　51（句に同じ

（e）試験温度

　　　25±1℃
（f）水槽中の溶存酸素量

　　　図一15及び14参照
（9）水槽濃度

　　設定理由

　　　精度よく定量できる濃度は約4、5P脚（図一8参照）

　　　である。水分析時の前処理操作にむいて200倍濃縮

　　　して回収率が90％であり、予備飼育7日間の結果よ

　　　り水槽濃度の低下を10％と見込み、第2濃度区の水

　　　槽濃度を0．05P皿と設定した。

　　　第1濃度区は第2濃度区の10倍に設定した。

（計算式）　第2濃度区の水槽濃度は

4．5

2｛〕00　　90　　100－10
　　　×｝　×10　　100　　　100

巳03Plpmになる

設定値（単位Pロレ毘／▽）

供試物質

第1濃度区 α3

第2濃度区 eo5

実測値

表一1 濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位卿W／▽）

2　W 5　W 4　W 6　W

第1濃度区 α265 巳253 0，256 α267

第2濃度区 α0275 巳0267 α0269 O．0275

3．2．2

　（a）

　　分析条件

　　使用分析機器及び条件

　装　　　置　　高速液体クロマトグラフ　CBC組立

　カ　ラ　ム　　0．3解．×4㎞φ、ステンレス

　固定相　LS－410
　溶　離　液　　メタノールー：水（5：2v／v）

　検出器　UV分光光度計240nln型一UVIDEC－100

　　　供試物質α19を精拝してメタノールに溶解後、全量を

　　　100泌に定容して100ppm（w／v）の標準溶液を調製

　　　した。これをメタノールで希釈して所定濃度の標準溶液

　　　を調製した。

（b）標進溶液の調製法



　　　ω　分斬試料。薗麺ヨ

　　　　ω　魚　　　作

　　　　　　　　　　　　　鼠　験　魚

　　　　　　　　　　　　　　　　。佑重，鮮蝦
　　　　　　　　　　　　　　　　・細片化
　　　　　　　　　　　　　　　　，らい葬（繭ゆ10眞）
　　　　　　　　　　　　　　　　・鈎k（無ホ轍ナトリウ・ム1・書O■）

　　　　　　　　　　　　　　　　壕お属トサル櫛召｝縄

　　　　　　　　　　　　　　　　づる鑑

　　　　　回　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　アセト昌トサル層

　　　　　　　　　　　　　　　　←魯一へ専サン100一
　　　　　　　　　　　　　　　　●艦とう

　　　　＿＿上＿
　　　　　鴛一へ命サン膚　　アセト轟トサル層

　　　　　　　　鱒一靭醜
　　　　　　　一・振と，

画アセトー

　　　　　　　　　　　　　　　　・鱒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●カラムノロマトノ’ラ7怯（」慶陵荷）

　　　　　　　　　　　　　　瀞出額分

　　　　　　　　　　　　　　　　む蟄繭転瞬
　　　　　　　　　　　　　　　　ρ■窒容10β（ノ．タノール）

　　　　　　　　　　　　　　囲

　脅カラムノロマトノラフの県停

　　　ク覆マト管　20掴戸ガラス損

　　　覧てん潮　　5多含塞酸権アル霜ナ58（輸1口数綴）

　　　　　　　　　（ア噸ト呂ト｝ルで覧てん）

　　分爾法：館1百分　アセトユトリル　‘9一

　　　　　鍍2百分　メ’ノール　　　75一

　　横帆物質は錦2一日分に養出する

⇔　貰取．オ

】傍顯コk一

・録ホ

←勢ン醸

←塩化ナ．トサウ▲

←ノ”貫ホルム

・蟹とう

」クロ質幽ルム層

館1農産区

　20●6

　　a1－

　　5●‘

　　5●一

　　　　・磁まろ逼

　　　　・目顔乾固

　　　　・窒寝10一（メタノール）
　　　1

睡國

館2棲度区

20盈86

5，1＝

2’飼 Pκ2面
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4．試験結果

4．1　供試魚の状態

　　　　外観観察結果　　　正常

4，2　濃縮度試験の結果

　　表一2　供試物質の濃縮倍率

2W 3W 4W 6W
第1濃度区

6．7

≠T

17

T1

5．4

T2

25

Q6

第2濃度区
（ム4）

iZ8）

（Z7）

iZO）

（14）

i54）

（6．0）

i↑7・）一

参考値：（一　　）で表示

差寄試験結果の表示について濃縮率と定量精度の関係は次の

一通ウである

■魚体中厳（ppm） 濃縮倍率 計算方法（ppm

A一精度よく矩量

ﾅきる節囲

一　　1．ろ以上 葡区50以上』

謔Q区48以上
　O　　D
D一~一P00E×F

参考値の範囲 1．5～〔L15
第枢肥（’鱒

謔Q区48～4．8

B検出限界の

ﾍ囲
o、15以下

第1区巳5以下

謔Q区4．8以下帝誌
A，精度よく定量できる濃度＝　5　　　ppm（図一4参照）

B．検出限界の濃度（S／N＝2）：ロ．3　　ppm（図一4参照）

G．回収率：フ55％　　　　　E．最終液量：10冠

D，魚体重：50g　　　　　F，分取比　ゴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上




